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研究成果の概要（和文）：本研究課題においては、厚生労働省が管轄する診療報酬データである診断群分類
（DPC）データおよび院内感染対策サーベイランス（JANIS）データの2つを活用して、感染対策に関連する指標
を用いて複数の医療機関を分類し、薬剤耐性菌発現率との関係性評価並びに感染症医療費に与える影響について
検討した。また、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）の分子疫学データに基づく分類と感染症医療費の関係
性について検討した。本研究の成果として、各医療施設が自施設の特徴を把握することで新たな感染対策のきっ
かけとなる可能性があることを示すことができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, our research group used Diagnosis Procedure Combination (DPC)
 data and Japan Nosocomial Infection Surveillance (JANIS) data, both of which are reimbursement data
 administered by the Ministry of Health, Labour and Welfare. To classify multiple medical 
institutions used indicators related to infection control, evaluated the relationship with the 
incidence of antimicrobial resistance, and examined the impact on medical costs for infectious 
diseases. Moreover, examined the relationship between the incidence of antimicrobial resistance and 
the impact on the cost of medical care for infectious diseases. We also examined the relationship 
between the classification of Methicillin-resistant Staphylococcus aureus based on molecular 
epidemiology data and the cost of medical care for infectious diseases. As a result of this study 
suggested that each facility be able to take a new approach to infection control measures by 
understanding the characteristics of their own facilities.

研究分野：医療経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義として、単独のデータベースでは解決できない臨床上の課題に対して診療報酬データと細菌
検査データを用いた検討により、感染対策における自施設の位置づけを評価できること、医療費との関係を検討
することで効果的な薬剤耐性菌対策を選択できることを示した。
本研究の社会的意義として、薬剤耐性菌対策に関する新たな情報を提供することができた。既存の抗菌薬が効か
ない薬剤耐性は公衆衛生上の脅威であり、2050年には世界で癌による死者を超えるという報告がある。施設の感
染対策と薬剤耐性菌の発生および経済的な負荷については未解明な点も多く、その関係性を評価していくことは
臨床上有益であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



研究成果報告                      

1．研究開始当初の背景 
本研究の目的は薬剤耐性（AMR）による疾病負荷を推定し、抗菌薬適正使用の経済的有効性を

示すことである。従来の診療報酬データを用いた研究では、診断名や抗菌薬など提供された医療

行為は分かるが、細菌検査の結果などは含まれていなかった。今回、患者レベルで提供医療がわ

かる「診断群分類（DPC）データ」と薬剤耐性菌発現状況がわかる「JANIS データ」1)（薬剤感受

性検査データ）を協力医療機関から直接集めたデータを使って、従来の研究では推定できなかっ

た耐性菌による疾病負荷を推定し、抗菌薬適正使用の経済的メリットを明らかにすることとし

た。 

 

2．研究の目的 
（1）医療施設の特徴と薬剤耐性菌検出率の関係性評価 

施設の感染対策の状況を把握する方法として抗菌薬使用量や薬物血中濃度測定率などの医療

の質の指標（Quality Indicators: QI）が使用されている。しかしながら薬剤耐性菌の発現に関

連する QI は依然不明であり、それらには感染対策の実施状況だけでなく、職員数や手術の実施

状況など様々な要因を考慮する必要があると考えられる 2)。そこで、施設の特徴と薬剤耐性菌の

関係性を推測し、薬剤耐性菌の発現に影響を与える要因を明らかにすることを目的として研究

を実施した。 

 

（2）医療施設の特徴と感染症治療費の関係性評価 

薬剤耐性菌は薬剤感受性菌に比べ、より高額の医療費が必要である 3)。薬剤耐性菌発現に関わ

る要因は施設ごとに異なることから、医療費の推計には各施設が所属するクラスターを考慮す

る必要がある。これらの問題に対処しながら薬剤耐性菌による増分費用を推計し、増分費用を抑

制する要因を明らかにすることが本研究の目的である。 

 

（3）細菌検査データおよび分子疫学データを使用した感染症治療費の評価 

PCR-based Open Reading Frame Typing (POT)法は菌株識別に有効な遺伝子を PCR で検出し、

その保有パターンから菌株を特定する方法である 4)。遺伝子型による治療への影響を検討するた

めにメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）を POT 法により分類し、感染症治療費、入院期間、

死亡率を比較することとした。 

 

3．研究の方法 
（1）医療施設の特徴と薬剤耐性菌検出率の関係性評価 

データソースには九州大学が研究協力機関より収集した 145 の医療施設の 2016 年 4 月から

2017 年 3 月における DPC データおよび JANIS データを使用した。ドナベディアンモデル 5)に基

づいたコンセプトモデルを作成し、薬剤耐性菌に影響を及ぼす施設要因と感染対策要因を示す



QI を選択した。選択した QI を用いて主成分分析による次元削減を行い、得られた主成分得点か

ら階層型クラスター分析により各医療施設を分類した。 

 

（2）医療施設の特徴と感染症治療費の関係性評価 

データソースには九州大学が収集したデータの内、個人レベルで突合が可能な 16 の医療機関

の DPC データおよび JANIS データを用いた。院内感染患者として入院 3 日目以降初回の血液培

養から黄色ブドウ球菌が検出された患者を解析対象とし、MRSA 群とメチシリン感受性黄色ブド

ウ球菌（MSSA）群に分類した。各医療機関が所属するクラスターを特定し、検査の実施状況に基

づいて施設を分類することによって感染症医療費に及ぼす影響を検討した。 

 

（3）細菌検査データおよび分子疫学データを使用した感染症治療費の評価 

データソースには山梨大学医学部附属病院が保有する 2016 年 4 月から 2021 年 3 月の DPC デ

ータ、同院の細菌検査結果、および POT 法検査結果を使用した。POT1 の番号 93を「院内由来型

（HA 型）」、104, 106, 108 を「市中由来型（CA 型）」と定義づけた。Inverse Probability of 

Treatment Weighting (IPTW)法を用い各群の患者背景を調整し、「培養提出後医療費（検体提出

から細菌報告後 42 日間まで）」と「標的治療期間医療費（細菌報告後 42 日間まで）」の医療費を

比較した。 

 

4．研究成果 
（1）医療施設の特徴と薬剤耐性菌検出率の関係性評価 

主成分得点に基づくクラスター分析により、各施設を 5つのクラスターに分類した。特に MRSA

検出率は、検査が積極的に実施されている施設では低く、手術などのリスクファクターが多い施

設では高いことが示唆された（図１）。 

 



 

（2）医療施設の特徴と感染症治療費の関係性評価 

医療施設を検査の実施状況に基づいて分類した結果、積極的検査施設における MRSA 群と MSSA

群の増分費用は、経験的治療期間および標的治療期間において各々7,270 円/患者および 20,100

円/患者であった。同様に消極的検査施設においては各々3,370 円/患者および 29,950 円/患者で

あった（図 2）。検査の実施が積極的な施設は、検出菌の薬剤感受性判明後の医療費を抑制でき

る可能性が示唆された。 

 

 

（3）細菌検査データおよび分子疫学データを使用した感染症治療費の評価 

対象となる MRSA 感染者は 135 人（HA 型：54 人、CA 型：81 人）であった。標的治療期間の中

央値は HA 型で 28 日、CA 型で 26 日であった。標的治療期間における死亡率は HA 型で 11％、CA

型で 5％であった。IPTW で調整した結果、培養提出後医療費は HA 型で 322,856 円/患者、CA 型

で 297,770 円/患者、並びに標的治療期間医療費は HA 型で 279,217 円/患者、CA 型は 258,356 円

/患者で統計学的な差は認められなかった(それぞれ p=0.6233 と p=0.6712)。 
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